
 ４週間の夏休みを終え、

8月28日始業式をもって

第2 学期が始まりました。一年で最も長い今学期、それぞれ

の学年でしっかりと学びに向かい、実り多きものになること

を願っています。 

始業式ではBJS恒例のそれぞれの頑張りたいことを発表し

ました。少人数の本校だからこそ全員が発表でき、人前で堂々

と自己を表現する場でもあります。 

始業式の校長式辞では、主に次の３点を話しました。 

①目標を立てる、発表するで終わらせないように。目標の達成のため 

に、自分が何をどのように頑張るのかが大切です。中身によっては、

いつまでにどのくらいとか、回数などの数字もあると良いかもしれ

ません。 

②そんな目標に向けて頑張る皆さんを応援してくれる人たちがたくさ 

んいるということを忘れないように。一番は皆さんの家族です。そ

して友達や先生もです。他にもバンドン･ジャパン･クラブの方々 も

皆さんのことを見守り、応援して下さっています。さらには、今回

BJS に素敵な贈り物をいただきました。６月に天皇陛下がインド

ネシアを訪問された際に、BJS を代表してお会いした話は前にし

ましたが、その後、BJSの皆さんにいくつかの本を贈呈してくださ

いました。先週、ジャカルタの大使館に行って受け取りました。と

ても光栄なことです。どうか大切に、しっかりと読ませていただき

ましょう。 

③陛下にお会いし、ご質 

問に応える時に「子ど 

もたちには、日本を離 

れているからこそ、日 

本の素晴らしさに気づ 
  

なまえ 二学期に頑張りたいこと 

だん君 いっぱいうたいたいです。 

いさな君 ようちえんでゲームをがんばります。 

れんじろう君 みずあそびをがんばります。 

ゆうなさん もじをかけるようにれんしゅうします。 

ことみさん おどりをがんばります。 

けいいちろう君 うんどうあそびとおえかきをがんばります。 

めぐりさん てつぼうをがんばります。 

かずはさん おえかきをがんばります。 

由依
ゆ い

さん 算数をがんばります。 

愛
まな

美
み

さん カタカナと漢字をはやくおぼえたいです。 

隆
りゅう

平
へい

君 一文字一文字を丁寧に書きます。 

理
り

恵
え

さん 体力づくり、特に５分間走をがんばります。 

紗
さ

季
き

さん 漢字の学習をがんばります。 

渚
なぎさ

さん みんなをリードしていくことをがんばります。 

真帆
ま ほ

さん 時間を見て行動することをがんばります。 

美波
みなみ

さん テスト勉強の仕方を工夫してがんばります。 

裕一
ゆういち

君 みんなで楽しめる学習発表会にします。 

乃
の

愛
あ

さん 学習で、量より質にこだわります。 

勇
ゆう

治
じ

君 文字をきれいに書くことを意識します。 

いて欲しいと願っています。」と話をさせていただきました。例えば、

日本の四季の美しさやごみの散らかっていない街並みもその一つで

す。インドネシアにもたくさんの良さがあります。皆さんはその両方

を知るチャンスを持っているのです。自分の五感で両国の良さをしっ

かりと感じ取って下さいね。 

6/20の「両陛下接見の

儀」の後に、宮内庁⇒外務

省⇒大使館と知らせがあ

ったようで、今回、「陛下

の御下賜品」をBJSが賜

わることとなりました。 

８/22 にジャカルタの日

本大使館を訪問し、領事部

長 佐藤昌博 参事官より書

籍一式を賜りました。 

〇「テムズとともに」   

〇「こども歳時記かるた」               

〇「こどもきせつのぎょうじ絵じてん」             

〇「おふくさんの１２かげつ」           

〇「にっぽんの図鑑 小学館の図鑑プレＮＥＯ図鑑」 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 太陽の子 8 月号 
0第２学期始業式 

学校だより 令和５年 8月 29日 

バンドン日本人学校 

0｢天皇陛下の御下賜品（ごかしひん）｣ 

0中学部「職場体験」 

7 月 21 日に中学部４名の

生徒が職場体験を行いまし

た。昨年度に続いて、 PT. 

SANWAPARTS    INDONESIA 

さんにお世話になりました。

まず、手作業による製品づく

りの実際を見学させていただ

き、続いて、自分たちもチャ

レンジしてみます。早く、正

確にがポイントになりますが

実際に体験することを通し

て、モノづくりの大変さを学

びました。事前学習の成果も

あり褒めていただく場面も。 

その後、別棟の工場にて機械

化された工程も見学しまし

た。それぞれの場面がとても

貴重な体験の連続でした。大

変、ありがとうございました。

世話になりました。 


